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球

第
三
番

節
二
蛇

.義

人

〓
八

来

園

の

貿

易
り
に

裁

て

下

田

櫨

佐

貫

芸
阜

緒
論

貿
易
の
磯
蓮

今
か
ら
数
十
年
前
p
狗
逸
の
経
済
学
者
で
､本
圃
を
追
は
れ
で
米
国
に
逃
れ
て
居
た
ブ
リ
ー
ド
リ
ブ
ヒ
･リ
ス
ト
だ

云
ふ
人
が
.外
観
貿
易
上
か
ら
観
民
経
済
の
馨
蓮
に
四
つ
の
時
期
を
劃
す
る
こ
亡
が
出
来
る
竺
諾
っ
た
こ
亡
が
あ
る
O

(
こ
園
内
農
業
の
僚
蓮
期
で
.
外
囲
製
品
の
旅
人
､
農
産
物
原
料
品
の
輸
出
を
す
る
時
'
(
二
)外
国
品
輸
入
だ
共
に

国
内
製
造
業
の
撃

心
時
期
p
(≡
)国
内
製
造
品
が
閣
内
軒
場
の
大
部
分
を
充
す
時
.
(讐

国
内
製
造
品
の
大
部
分
が

輸
出
さ
れ
'
原
料
農
産
物
を
輸
入
す
る
時
期
が
そ
れ
で
あ
る
宝
器
ふ
っ
而
し
て
各
個
人
が
協
力
す
る
場
令
は
国
家
即

ち
囲
民
の
飴
食
が
行
き
諾
-
で
､
其
の
次
は
全
人
頻
協
力
の
時
代
が
凍
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
即
ち

1
の
世
界
的
共
和

団
が
出
水
で
.
そ
れ
に
は
凡
て
の
国
民
が
同
等
の
鹿

カ
を
持
ち
.
腕
力
の
行
使
を
否
認
す

べ
き
で
あ
る
｡

然
し
か
ゝ

る
全
人
動
を
包
括
す
る
国
際
観
髄
が
成
立
す
る
に
は
､
あ
る
程
度
迄
.
八
東
が
'
産
業
･文
化
｡政
治
的
教
育
及
び
カ

に
於
で
平
等
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
竺
訪
っ
て
居
る
｡

-
ス
-
の
云
ふ
囲
際
協
同
の
時
代
yJ
t試
ふ
の
は
､
就
骨
壬

覇
者
の
ユ
ー
-
ビ
ア
で
あ
っ
て
､
氾札
肝
い国
際
聯
盟
亡
か
､
圃
際
司
法
裁
判
所
､
苗
圃
M赤
十
字
酢
基
他
各
種
の
樹
際
協



骨
が
出
凍
て
､
全
人
勅
の
協
力
,J
f警
ふ
三
･J
が
廉
に
な
る
傾
向
が
あ
る
が
ー

山
方
に
は
~
米
閥
の
加
-
公
魚
人
種
的

差

別
箱
型
1･]す
る
､
関
税
叉
は
麓
貿
等
に
極
端
t･･保
護
4
輩
を

取
ら
-
ど
す
る
観
も
あ
っ
て
'
閲
際
競
軍
の
勢
は
益

激
し
-
な
る
傾
向
が
あ
る
J

然
し
外
観
栗
易
だ
け
は
､
陶
比
封
抗
の
勢
が
激
し
-
な
れ
ば
な
る
塞
盛
に
な
る
傾
向
が

あ
る
｡
西
暦

7
人

〇
〇
年
に
世
界
各
組
の
絶
貿
易
額
は
式
袷
九
億
圏
で
あ
っ
た
の
が
､

一
九

二
二
年
に
は
入
官
八
億

閲
即
ち
二
十
七
倍
に
な
っ
た
O
外
観
貿
易
は
新
宿
嬰
を
喚
起
し
､
籾
民
の
生
活
程
度
空
砲
め
.
産
業
を
櫨
雅
に
L
P

且
つ
登
連
せ
し
め
､
又
観
民
を
し
て
'
経
済
上
罫
に
あ
る

1
団
に
依
頼
す
る
こ
ど
な
-
'
多
数
の
圃
民
だ
按
簡
せ
し

め
る
か
ら
.
団
民
の
瑚
立
を
容
易
な
ら
し
め
る
｡
外
団
栗
易
の
鮎

か
ら
云

へ
ば
､
世
鼎
は
今
や
有
機
的
の

1
大
圏
鰻

で
あ
っ
て
p
各
因
は
相
互
的
関
係
で
生
存
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
.

故
に
あ
る

1
閲
民
､
例

へ
ば
露
両
雄
観
民
三
吉

ふ
も
の
が
.
外
観
だ
全
然
貿
易
関
係
を
絶
て
.
此
の
経
醇
的
国
際
間
櫨
の
外
に
孤
立
す
る
三

警
ふ
こ
.fJ
は
.
撃
方
の

不
利
益
は
勿
論
.
到
底
永
-
唯
へ
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
｡

か
-
他
罪
は
貿
易
上
か
ら
粘
び
付
け
ら
れ
セ
も
の
で
.
政

治
上
の
血

織
･
例

へ
ば
国
際
聯
盟
の
如
き
は
p
巳
春
の
組

織
を
精
細
上
に
延
長
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
.
か
-
外
圃

貿
易
が
聴
達
し
.
国
際
間
の
関
係
が
緊
密
に
な
っ
た
の
は
何
故
か
p
交
通
.
過
信
の
進
歩
が
其
の
原
因
た
る
こ
と
は

肇
ほ
れ
な
い
｡
中
舵
の
如
上

道
路
が
不
良
で
p
各
所
の
開
所
で
は
､
儀
重
な
旅
行
券
の
査
詮
や
高

い
通
行
税
が
あ

㌔

兇
戯
各
地
に
出
没
す
る
時
代
に
於
で
は
ー
交
通
は
緩
慢
.
不
規
則
且
つ
危
険
不
確
貨
で
め
っ
て
'
貿
易
.fJ
l玄
へ

ば
,
少
最
の
費
揮
品
･
薯
盃
品
又
は
蹴
､
娘
の
類
に
限
ら
れ
た
｡
交
通
不
便
､
貿
易
不
振
で
あ
る
か
ら
､
産
業
は
起

光
図
り
貿
易
に
就
て

こ
荒

石



地

球

節
三
谷

節
二
戟

l裏

仰
T<

ら
す
.
生
活
の
程
度
は
低
-
.
人
は
貧
乏
暇
な
し
で
'
精
紳
上
の
思
索
に
ふ
け
る
暇
も
持
た
花
か
つ
七

の
で
あ
る
｡

今
や
交
通
は
安
全
.
確
蜜
､
容
易
且
つ
迅
速
に
な
㌔

常

1
の
危
険
に
勤
し
で
は
保
険
に
よ
っ
て
之
を
嘩
波
叉
は
平

均
す
る
盆
が
あ
る
｡
人
生
は
､
物
質
上
に
も
.
精
神
上
に
も
動
的
の
も
の
に
な
-
'
あ
る
観
民
の
思
想
'
魔
物
.
時

に
は
民
族
そ
の
も
の
ま
で
が
､
殖
民
だ
し
て
贋
-
散
布
さ
れ
る
O
か
～
る
交
通
'
異
易
の
敏
速
は
物
贋
､
政
治
.
経

醗
等
に
関
す
る
利
率
の
進
歩
ビ
同
称
で
あ
っ
て
､
又
其
の
進
歩
の
糖
束
で
あ
る
0

デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
.思
想
が
費
達
し

た
の
も
'

…
は
機
械
の
進
歩
の
副
産
物
ビ
見
倣
し
得
る
｡
更
に
滞
雑
の
世
界
の
貿
易
は
'
新
し
い
費
明
'
例
へ
ば
無

紋
電
信
'
無
東
電
請
も
航
容
機
､
ド
イ
ー
ゼ

ル

エ
ソ
･･,h
ソ
等
に
由
で
更
に
大
な
る
費
達
を
す
る
に
違
ひ
な
い
.
さ
れ

ば
今
日
は
鎖
固
.
即
ち
他
罪
の
紅
酔
圏
外
に
孤
立
す
る
な
.,/)
云
ふ
こ
亡
は
夢
に
も
出
来
な
い
こ
亡
で
'
鎖
国
は
即
ち

図
民
的
滅
u
で
あ
る
O
鶴
過
が
督
戦
皆
勝
ち
.
而
し
て
蓬
に
聯
令
観
に
膝
を
屈
し
た
の
は
.
聯
食
図
に
封
鎖
さ
れ
た

渇
め
で
あ
る
.
外
観
嚢
易
の
一壁
衣
は
即
ち
国
民
の
衆
赦
壁

蕊
竪
不
す

.バ
ロ
メ
ー
タ
ー
三
石
へ
る
.
外
囲
輸
出
が
な
け

れ
ば
'
産
業
は
些
b
L･i
い
､
郎
ち
園
カ
は
振
は
な
い
O
怨
る
に
政
治
家

単
著
望
,J
の
中
に
此
の
原
句
を
無
税
し
て

園
内
の
物
情
が
高
-
ど
も
よ
い
'
そ
れ
粕
常
に
国
民
の
収
入
'
貸
銀
な
で
を
増
せ
ば
よ
い
三
方
ふ
潜
が
あ
る
が
.
敬

情
騰
貴
は
即
ち
輸
出

を
妨
げ
る
..
そ
れ
が
忽
ち
産
業
衰
微
の
原
因
ど
な
-
'
不
濃
乗
の
元
ど
な
る
の
で
あ
る
か
ら
.

か
ヽ
る
班
静
は
鎖
国
時
代
に
し
か
通
用
し
な
い
筒
静
で
あ
る
｡

第
二
襲

栄
威
貿
易
の
.静
麻



1..
日夏
r叫

八
〇
〇
年
か
ら

i
九

二
二
年
にこ
至
る
間
に
放
射
の
貿
易
覇
は
二
十
七
槽
ビ
な
っ
た
が
ー
米
国
-
之
ビ
同

1
歩
調

で
､
同
期
間
ーこ
貿
易
鞭
が
二
十
七
楢
に
躍
進
し
た
)
輸
出
入
晶
の
内
容
か
ら
云
っ
て
も
.
輸
入
品
は
'
原
料
品
が

…

八
二
〇
年
に
各
種
の
肘
頭
で
あ
っ
た
の
が

l
九

二
二
年
に
三
五
頭
5,J
襟
-
'
原
料
用
製
品

(例

へ
ば
生
殖
.
バ
ル

ブ

の
赦
)
は
七
%
か
ら

…
九
錫
に
曙
加
し
た
が
'
遡
造
晶
の
輸
入
は
'
同
期
間
に
五
七
%
か
ら
二
三
解
に
城
じ
'
食
料

品

S
輸
入
は
両
部
の
開
拓
に
伴
っ
て
拭
少
し
た
D
輸
出
の
方
面
に
於
で
は
､
同
期
間
に
'
原
料
の
輸
出
が
金
輸
出
楯

の
六
〇
錘
か
ら
三
〇
錘
に
演
じ
'
製
造
品
の
輸
出
は
六
錘
よ
り
TL二
二
蕗
に
'
原
料
用
製
品
は
九
頭
か
ら

l
七
妙
に
克

夫
増
加
し
'
食
料
品
の
抽
出
は
閣
部
の
開
拓
が
頂
上
に
蓮
す
る
ま
で
､
即
ち

二
八
九
〇
年
代
ま
で
は
増
加
し
'
其
後

は
衰

へ
た
｡

か
-
貿
易
品
の
内
容
を
見
て
も
分
る
通

･C1P
米
国
は
十
九
世
紀
の
初
め
か
ら
最
近
に
至
る
ま
で
に
原
料

を
輸
出
す
る
農
業
図
か
ら
製
品
を
翰
出
す
る
工
業
団
に
遊
ん
だ
の
で
あ
る
｡
貿
易
の
相
手
国
も
狗
丑
後
間
も
な
い
1

七
九
〇
年
に
は
英
へ
俳
.
酉
'
蘭
-
蘭
の
五
組
が
米
観
の
輸
出
の
九
六
頭
を
占
め
'
輸
入
は
'
英
､
俳
'
蘭
で
八
二

解
を
占
め
て
ゐ
て
.
醇
に
殖
民
地
時
代
の
名
残
だ
し
て
.
英
国
だ
の
取
引
が
多
-
.
経
浄
上
は
僻
英
国
に
依
属
し
て

わ
た
が
.

一
九

二
二
年
に
は
'
輸
出
は
英
､
猫
.
加
.
蘭
.
僻
で
六
五
%
'
輸
入
は
'
英
'
鵜
.
加
食
せ
て
三
五
解

で
あ
っ
て
'
巳
に
あ
る

山
随
の
み
に
依
虜
す
る
三
方
ふ
こ
)･J
は
な
-
な
っ
た
O

か
-
来
観
の
狗
立
後
世
鼎
大
域
ま
で
に
貿
易
上
に
現
ほ
れ
た
著
し
い
塵
動
は
'
観
民
経
済
の
自
然
の
衛
連
の
結
果

だ
し
て
.
二

)
貿
易
品
の
内
容
が
慶
?
琴

)}J
'
(
二
)相
手
団
が
ふ
え
た
こ
だ
で
あ
る
が
'
使
易
大
戦
の
麿
来
賓
に

光
助
の
貿
易
に
就
て

41.qJ

肘
九



地

球

墾
二番

琴

1搬

毒
t.

こ0

色
々
の
鼻
動
が
現
ほ
れ
た
｡
(
〓
新
工
業
の
勃
興
.
即
ち
戦
陣
'
強
迫
の
輸
出
杜
絹
､
工
場
破
壊
誓
,,
に
よ
-
P
教

料
'
加
里
､
化
学
製
品
p
党
争
機
械
.
畢
術
機
械
.
翫
具
等
今
迄
猫
逸
の
曹
産
物

ビ
し
て
米
国
に
輸
入
さ
れ
L
J
物
が

新
に
来
観
で
製
造
さ
れ
る
こ
亡
に
な
-
.
此
の
廟

工
業
を
保
護
す
る
翁
に
'
来
園
は

1
九
二
二
年
.
フ
ォ
ー
ド
ニ
ー
･

マ
グ

カ
ン
パ
-
法
王
hP
ふ
関
税
法
を
出
し
た
｡
之
は
歓
洲
の
生
活
程
度
の
低

い
魔
で
摩

ら
れ
た
生
産
輩
の
安
い
商
品

那
.
生
産
輩
の
高

い
来
臨
の
新
興
工
業
を
塵
倒
し
な
い
様
に
ー
歓
洲
h
来
園
ど
の
生
産
嚢
の
差
額
だ
け
の
閣
柵
を
課

す
る
f̂J
T試
ふ
の
で
.

此
の
法
律
に
由
で
来
臨
の
新
工
業
が
基
礎
を
据
ゑ
た
評
で
あ
る
｡

三

)
世
鼎
各
地
ど
の
庇
接
取

引
の
開
始
.
来
園
は
戦
陣
p
軍
隊
軍
需
品
の
輸
送
及
び
交
戦
観
船
舶
の
航
路
撤
退
に
よ
る
船
舶
の
映
芝
を
補
ふ
虜
に

船
舶
院
を
創
立
L
p
殆
ど

一
千
常
境
の
商
船
隊
を
作
-
p
新
に
他
界
各
地
に
航
路
を
開
い
た
｡
戦
後
そ
れ
が
永
久
的

4/這

っ
て
米
団
ビ
壮
鼎
各
地
t/J
の
由

に
荘
通
航
路
が
開
始
さ
れ
欠
番
め
p
来
観

ÎJ
板
東
.
南
洋
'
地
中
海
.
南
米
等

ど
の
取
引
は
､

ロ
ン
ド
ン
?
ハ

ン

ブ
ル

グ
.

ロ
ブ
ア
ル
ダ

ム
な

ど
を
通
じ
で
'
糖
替
'
委
托
壁
員
尊
に
出
た
の
で

あ
る
が
､
今
や
庶
按
取
引
が
開
始
さ
れ
.
羊
毛
.
ゴ
ム
.
茶
､
噸
物
等
も
直
接
産
地
か
ら
輸
入
さ
れ
る
こ
亡
に
な
っ

た
.

(

≡
)貿
凝
の
..rT
Lフ
ン
ス
の
捷
化
.
来
観
は
国
際
貸
借
開
係
に
於
て
債
務
団
で
あ
っ
て
'
年
々
故
洲
の
債
擢
閥

へ

利
子
壷

常
等
宜
額
の
支
排
勘
定
が
あ
る
~
そ
れ
が
物
資
だ
L
で
支
排
は
れ
る
か
ら
､貿
易
は
常
然
輸
出
超
過
で
あ
っ

て
'

1
九

二

I

I
FElq
年
の
四
咽
年
間
､
輸
出

超
過

年
額

革

均
も
倍
五
千
番
弗
で
あ
っ
た
､
而
し
て
此
の
輸
出

超
過
は
､
護
符
利
子
配
常

1
億
二
千
五
官
前
弗
ー
其
の
外
敵
質
.
移
民
の
本
隊
M逢
企
､
来
園
人
の
配
光
桝
滑
我
食
等



の
対
外
･文
緋
勘
足
で
平
均
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
然
る
に
壮
鼻
大
戦
中
に
~米
臓
は
莫
大
な
鉱
毒
州
品
･食
料
を
幌
洲
に
楯

山
し
わ
の
で
､
代
償
と
し
て
其
観
は
､
其
の
所
有
す
る
米
観
食
酢
の
株
券
二
〇
億
邦
を
縮
脊
市
場
で
嚢
放
ち
.
別
t

正
貨
十
億
弗
を
現
塗
し
.市
場
で
公
橋
十
億
弗
を
菱
集
L
t外
に
来
園
政
櫛
は
米
図
か
ら
歓
洲
に
抽
出
し
先
取
霜
品
'

食
料
の
代
埋
支
排
を
し
て
.
来
観
政
府
ビ
し
て
官
億
弗
を
貸
付
け
た
｡
蓋
し
世
界
大
戦
中
の
東
園
の
輸
出
超
過
鞘
は

絶
計

〓

p
五
二
四
育
苗
弗
で
あ
っ
て
､
其
の
大
部
分
が
聯
査
閲

へ
の
供
給
で
あ
る
か
ら
'
其
の
代

-
に
'
十
億
弗

の
正
貨
だ
､

二
二
〇
億
弗
の
置
券
を
受
取

っ
た
の
で
あ
る
｡
而
し
て
休
載
後
は
我
観
の
如

き
は
即
時
輸
入
超
過
に
捷

じ
､
巳
に
二
七
七
千
高
閲
に
上
る
の
に
.
来
観
は
職
後
の
大
濠
束
で
益
輸
出
超
過
ど
な
-
.
最
近
輸
出
超
過
の
勢
が

や
ゝ
衰

へ
た
が
t

I
九

一
九
年

1
月
か
ら
昨
年
六
月
迄
の
四
年
竿
に
累
計

1
0
1
億
弗
､

l
年
平
均
二
.
二
四
四
育

苗
弗
笠
石
ふ
輸
出
超
過
で
あ
る
｡
か
-
来
観
は
朝
敵
に
債
務
問
で
あ
っ
た
の
が

1
晒
し
て
債
権
問
ど
な
っ
て
､其
の
利

子
収
入

だけ
で
年
に
五
億
弗
に
も
上
る
告
で
あ
る
｡

外
に
船
舶
収
入
､
銀
行
手
数
料
等
も
著
し
-
増
加
し
た
｡
故
に

今
は
貿
易
の
宜
額
の
輸
出
超
過
は
貿
易
以
外
の
勘
定
で
差
引
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
.
卸
で
米
国
の
受
取
勘
定
は
貿

易
出
超
の
増
大
だ
貿
易
外
の
収
入
だ
で
増
加
す
る
ば
か
り
で
t
I.Jl

ラ
ン
ス
が
不
平
均
に
な
る
ば
か
-
で
あ
る
｡
之
を

調
節
す
る
に
は
受
取
勘
定
の
超
過
だ
け
を
投
資
貸
付
す
る
外
は
Lib
い
｡
倒
せ
ば
日
本
に
鮭
輿
材
料
た
る
餓
材
｡木
材
を

輸
出
す
る
に
は
'
日
本
の
公
債
に
雁
差
し
て
'
其
の
貸
付
金
の
代

-
に
材
料
を
出
す
里

方
ふ
こ
ど
に
す
る
'
欧
洲
交

戦
閥
は
皆
疾
弊
し
て
緩
輿
を
嬰
す
る
が
材
朴
を
…只
ふ
金
も
花
-
､
輸
出
す
る
産
物
も
少
い
.
帥
ち
品
物
を
輸
入
し
て

光
関
り
貿
易
に
就
て

毒
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地

球

弟
三
春

解
二
幼

云

E

二

二

代
金
の
代
-
に
詮
券
を
輿

へ
る
外
は
な
い
O
勿
論
来
園
は
成
金
簸
出
で
'
そ
れ
ら
の
連
中
は
欧
洲
や
東
洋

へ
観
光
に

殺
到
す

tP
,
観
光
相
の
滑
避
令
が

1
九
二
二
年
に

1
億
七
千
甫
邦
'
移
民
が
米
国
か
ら
本
圃
に
造
る
金
が
同
年
度

に

四
億
弗
に
上

っ
た
が
'
年
額

二
十
数
億
弗
の
輸
出
超
過

に
加

ふ
る
に
海
外
投
資

の
攻
入
は
到
底
之
位
の
支
排
で
は
平

均
さ
れ
な
い
､
結
局
輸
出
を
制
限
す

か
か
'
輸
入
を
多
-
す

る
か
'
海
外
に
投
資
す
る
の
外
は
な
い
.

つ
ま
-
今
後

来
観

の
負
易
の
づ

フ
ン
ス
及
び
投
資
の
範
囲
を
決
定
す

べ
き
も
の
は
'
米
国
ビ
外
囲
と
の
静
銀
の
差
額
並
び
に
生
産

憩
の
一多
少
､
資
本
常
磐
の
多
少
'
生
活
種
皮
9
差
典
､
節
約
の
流
行
'
利
子

の
高
低
等
で
あ
る
.
(以
下
吹
讐

一
九
二
二
年
皮
の
来
観
の
貿
易
高

輪
印
璽

一､
八
三
一
'
聖

二
一､
完

三
リ
(七
十
六

億
六
干
満
固
)輸
入
準
二
.
二

二
t
TF:四
八
ー
七
七
]東

(六
十
二
琴

二千
筒
取
)差
引
七
1
九
､
三
八

三
ー
四
二
]
邦
(十
凹
低
四
千
沸
刷
)
の
輸
出
超
過
で
輸
出
税
晶
の
節
t
ti
綿
花
六
官
訴
憐
六
億
七
千
三

甘
粥
弗
で
､
乾
物
及
同
製
品
は
琴

一位
在
占
め
て
例
絡
五
億
一千
五
官
岱
弗
に
出
し
石
油
三
倍
耗
弗
で
第

三
位
で
居
り
､
内
海
ー
御
崎
I
.
染
､
蛸
輩
､
柵
的
晶
'
蛾
及
綱
､
銅
及
向
娘
品
､
串
楠
何
れ
-
1
億
兆

以
上
の
輸
出
概
ね
占
め
て
ゐ
ろ
~
蓋
し
米
国
_工
段
共
闘
そ
し
て

の
色
彩
が
淡
い
}J
い
ふ
.(
与
で
あ
る
｡
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